
- 1 -

第５学年 社会科学習指導案

日 時 平成１６年 ９月３日（金）研究授業Ⅰ
場 所 ５年 ２組教室
児 童 ５年 ２組 ４０名
授業者 及川 順子 （５年社会科教科担任）

１ 単元名 工業生産を支える人々 １ 自動車工場をたずねて

２ 単元の目標
・ 自動車工場の立地条件や生産の仕組みや様子，自動車生産に従事している人々の工夫や努
力を具体的に調べ、我が国の自動車生産に関わる産業の特色と国民生活を支える役割を果た
していることを理解する。

・ 自動車生産に関する写真や地図，統計などの資料を収集・選択し，図や表に整理し国民生
活を支える自動車生産が果たしている役割を考えることができる。

３ 単元について
（１） 教材について

本単元は，学習指導要領第５学年内容 『 ２ 「我が国の工業生産について，次のことを調，（ ）
査したり地図や地球儀、資料などを活用したりして調べ，それらは国民生活を支える重要な役

。」 、割を果たしていることを考えるようにする ウ 工業生産に従事している人々の工夫や努力
工業生産を支える貿易や運輸の働き』を受けたものである。
我が国の主要産業である自動車産業は，近年めざましく発展し，生産額や輸出額においても

大きな割合を占めている。また，各種工業との結びつきも深く，日本の工業生産の特色を理解
させていく上で効果的な教材であるばかりでなく，私たちの生活に深く関わっている点で，身
近で考えやすい格好の教材である。
自動車は，主に原材料を輸入し，様々な関連工場で部品が作られ，組み立て工場で組み立て

られる。その過程を学習するに当たって，町内に自動車工場があり，そこに関わって働いてい
人々が身近な存在であるので，自動車生産に従事している人々の工夫や努力を理解する上で積
極的に資料の収集に関わりながら，考えることができる教材であるともいえる。
そこで，自動車工場での原材料の確保，製造の過程，製品の販売や消費地への輸送，新しい

技術の開発，資源の有効な利用と確保，環境保全の取り組みなどにおいてどのような工夫や努
力がなされているかについて具体的に考えさせながら，消費者の様々な需要に応えていること
を理解させていく。
もう一つ考えなければならないことは，工業生産と環境との関わりである。工場の生産性の

向上と廃棄物の再利用との関わりなど，工場を取り巻く環境の問題は，工場がそばにあること
でより身近な問題であり，自分たちの問題として考えていく必要がある。

《本単元で身に付けるべき基礎・基本》

○ 自動車生産の様子について問題意識を持ち，学習の見通しを持って追究しながら，従事
している人々の工夫や努力について基本的な理解をすることと，これからの課題や問題点
について学び合いを通し，他の意見を取り入れながら考えること。

○ 具体的な地図，統計などの各種資料を活用して具体的に調べ，わかったことを表現する
こと。

（２） 児童について
７月に実施した意識調査から社会科の学習を「好き」または「どちらかというと好き」と答

えた子どもが７５％であった。好きな理由としては「調べ学習，いろいろなことを学べる」な
どをあげている。

， ，問題解決的な学習に関しては 調べ学習を意欲をもって取り組もうとする子どもが多い反面
どのようにして調べるかといった課題追究については十分な力がついているとはいえない。各
種実態調査から，特に表やグラフなどの資料の読み取りが弱いことが分かる。
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学び合いについては，互いの意見や考えを聞き，発表しようとする子が多い。しかし，子ど
もたちどうしで話し合いを深め，考えを深め合おうとするまでには至っていない。
事前に子どもたちに対して自動車の生産についてのアンケート調査を行った。その結果，自

動車の生産の工程を知っていると答えた子どもが７％，自動車の生産における人々の工夫や努
力をとらえているまたは，関心のある子どもが３２％，関連工場について知っている児童が７
％，自動車産業においても環境との関わりで気をつけていることにについて気づいている、ま
たは興味がある子どもが１４％であった。比較的自動車生産について理解・関心のある項目と
しては，自動車生産への消費者のニーズについてが４２％である。
以上の結果から，子どもたちの自動車産業についての理解，関心は低いことが分かる。町内
に自動車工場があり，子どもたちの身近な人が自動車生産に密接に関わっている自動車工場の
学習であるにも関わらず，関心が低いことは，前単元で学習した水産業と同様，直接触れる経
験がないということに起因していると考えられる。

（３） 指導について
金ケ崎町の子どもたちであっても，他市町村の子どもたち同様，自動車工場の学習は，学習

内容の中心となる生産活動の様子を子どもたちが直接見学したり，体験したりすることが企業
の経営の都合で難しい。したがって写真やグラフ等の資料の読み取り，問題を追究し解決して
いくことが学習に中心となるため，学習への興味・関心を高める工夫が必要となる。
子どもたちの身近にある自動車を観察することを追究の窓口として学習を進めながら，自分

で資料選択・収集を行い，自分で調べ，考えるという問題解決的な学習が展開できるようにし
ていく。特に，資料収集及び分析・活用に関しては，子どもたちの実態の弱さということをう
け，焦点化し，重点的に取り上げていきたい。さらに，意図的に学び合いを取り入れることに
より，本単元で身に付けるべき基礎・基本のより確かな定着・深化を図りたいと考える。
〈つかむ〉段階では，働く人たちの様子を直接目にすることが難しいため，ビデオ資料等を
活用することにより，状況を具体的につかませ，子どもたちの調べる意欲が持続できるような
課題を設定する。
〈しらべる〉段階では，児童の主体的な追究活動が展開されるよう支援を行う。特にグラフ
の読み取り，活用に関わっては，基本的な読み取りについて再度確認しながら調べ学習ができ
るようにする。問題追究はどうしても図書資料に偏りがちになるが，知識を広げることだけで
なく，より実際的・具体的な自動車生産業に対する理解が図られるよう，できるだけ子どもた
ちの身近な生活に基づいた資料や自動車産業にたずさわる人々の生の声が分かるような資料を
準備していく。また，インターネットの活用，電話，ファックスなどによるインタビューなど
も積極的に取り入れていく。
また，子どもたちに基礎・基本を定着させ，深めさせるために学び合いを工夫する。
学び合いについて

学び合いの形態は，基本的には，子どもたちのグループによる学び合いが主になることか
， ， 。ら できるだけ机間巡視を行い 普段学習に興味関心の低い子どもに支援を行うようにする
学び合いの進め方は，学び合いの進め方の基本形をもとに，できるだけ子どもたち自身で

学び合いが展開できるようにする。
本単元の基礎・基本である自動車生産についての問題意識をもち学習の見通しをもつこ

と，基本的な理解をもとに，学び合いによってさらに自動車生産に対する認識が深められる
ような手立てとして学び合いを設定していく。特定の子どもだけが突出しないよう，どの子
どもも学び合いに参加できるような場の工夫をしたり，支援を加えたりしていく。

〈まとめる・ひろげる〉段階では，調べたことをもとに，自動車生産の生産性の向上と人の
働きやすさや自然環境との関わりの観点から，働く人々の工夫や努力を自分なりの考えを整理
させ 「２ 自動車がとどくまで」の学習へとつなげていきたい。，
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単元の指導・評価計画 （本時５時／１０時間）

【単元の目標】
・ 自動車の組み立てとシートづ 関心・意欲・態度 社会的思考・判断 観察・資料活用の技能 知識・理解
くりの仕事について調べ，工場 表現
で働く人たちの努力や工夫，願

単 いをとらえるとともに自動車工 ・自動車の生産に関心 ・自動車生産の様子に ・自動車生産と乗る人 ・自動車生産に従事して
場と部品との結びつきに気づく をもち，携わる人々の ついて問題意識をもち の願いや環境とのかか いる人々は，生産を高め
ことができる。 工夫や努力，願いにつ 工場がつくられたわけ わり，自動車生産に従 たり乗る人の願いに答え

元 ・ 自動車に乗る人たちの願いに いて進んで追究しよう や働く人々の願い，自 事している人々の工夫 たりするためにさまざま
ついて調べ 「安全で、人や環 とする。 然環境との関わりにつ や努力について，見学 な工夫や努力をしている，
境にやさしい」自動車工場づく いてについて考え，適 や統計など各種資料を ことについて理解するこ
りが進められていることに気づ 切に判断することがで 活用して調べたり，調 とができる。
くことができる。 きる。 べた過程や結果を目的

に応じた方法で表現し
。たりすることができる

上段 評 価 規 準 支 援 計 画
過 単位時間ごとの計画

下段 具体の評価規準（評 価 方 法） △努力を要
する子

程 小単元 時 目 標 学習内容・活動 関心・意欲・態 社会的思考・判 観察・資料活用 知識・理解
度 断 の技能・表現

つ ・オリエ １ ・代表的な工 ・自動車をよく観 ・自動車を観察 △自動車の
ンテー 業製品である 察して，新しく発 することから工 何をみたら
ション 自動車の観察 見したことや疑問 業生産に関心を いいのか観

を通して，工 に思ってことをカ もち，調べよう 点を与え疑
業について興 ードに書き出す。 とすることがで 問をカード

問題把握 味や関心をも ・自動車づくりに きる。 に書くよう
か をする。 ち，調べてみ ついて調べたいこ ◎自動車を積極 にさせる。

ようとする意 とを話し合う。 観察して，発見
識をもつこと ・これから調べて したことや疑問
ができる。 いく学習問題をま に思ったことを

とめる。 自分なりに整理
している。

む ○自動車を観察
して，同じとこ
ろや相違点を見
つけている。
（ ）発表・ノート

（１）自 ・自動車づく ・自動車づくりの ・調べる計画を △疑問点は
動車づく ２ りの写真をも 写真を見て，気が たてることがで どんなだっ
りにはげ とに、それに ついたこと也自分 きる。 たかを確認
むひとび 携わる人たち の疑問点などを発 ◎根拠のある予 し，結果の
と の工夫や努力 表し合う。 想や，見通しの 予想をたて

などについて ・自動車工場の見 ある課題をたて させる。
。・パンフ 自分の疑問点 学で調べたいこと ようとしている

レットを の解決方法を をにグループで話 ○予想し，課題
みて 見つけ，調べ し合う。 をたてようとし

る計画を立て ・話し合ったこと ている。
課題設定 ることができ をもとにカードに （発表・カード
をする る。 書きだす。 ・ノート）

・課題をつくる。
し ・工場の ・自動車の見 ・写真や配置図、 ・工場の立地や ・写真や地図か ・ △航空写真
見学に出 ３ 学や資料の読 地図などをもとに 配置の意味につ ら自動車づくり や地図を実，
発！ み取りを通し 工場の場所 広さ いて，人やもの の順序や工場の 際に手にと， ，

て，自動車が 立地条件などを調 の動きとかかわ 立地条件を読み って，自動
ら できるまでの べる。 らせて考えるこ とることができ 車工場を探
追究活動 様子やここに ・配置図をもとに ができる。 る。 すことがで，
をする 工場がつくら 自動車づくりの順 ◎自動車づくり きるように

れたわけなど 序を知るとともに ◎工場の立地条 の順序をノート する。，
をとらえるこ 工場配置の特色や 件について，自 に書き表すとと △工場の配
とができる。 工夫を考える。 然や交通などと もに地図から， 置図に 、自，

べ ・航空写真や地図 かかわらせて自 工場の立地条件 動車づくり
をもとに，自動車 分で分類すること について自然や交 順序に沿っ
工場の立地条件を ができる。 通をもとに探り て順序を表
話し合いまとめる ○工場の立地条 ノートに書き表 す番号や矢。

件について，自 すことができる 印を記入さ。
然や交通のなど ○自動車づくり せ，その特

る の動きについて の順序をのーと 色や工夫を
のキーワードを に書き表し，工 ノートに書
もとに整理する 場の立地条件に き 込 ま せ
ことができる。 ついてノートに る。
ノート 行動 書き表すことが（ ， ）

できる。
（ノート）

・自動車 ・インタビュ ・自動車を組み立 ・自動車づくり △自動車づ
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を組み立 ４ ー活動を通し てる仕事の様子に に携わる人たち くりに携わ
、てる田中 て、組み立て ついて気がついた は、自動車を早 る人たちが

さん ラインで働く ことや疑問に思っ く、正確に、安 どんなこと
人たちが作業 たことを話し合う 全につくる工夫 に気をつけ。
を分担したり ・自動車を早く、 をしていること ているかを、
話し合いをし 正確に、安全につ がわかったか。 聞き取るた
たりしながら くるためにどんな ◎働いている人 めのポイン
早く正確に、 工夫をしているか たちが、チーム トが絞って
安全につくる 調べる。 を組んだり無駄 あるカード
工夫をしてい な動きを減らす に書き込ま
ることに気づ ために話し合っ せる。
くことができ たり作業を分担

、る。 したりしながら
作業を早く正確
につくる工夫を

，していることや
安全につくるた
めにロボットを
導入しているこ
とをインタビュ
ーから整理して
まとめる。
○働いている人
たちが、作業を
早く，正確につ
くるために 話し
合うなど工夫し
ていることや、
ロボットを導入
していることを
インタビューか
ら聞き取ること
ができる。
（ 、発表・ノート
カード）

・働く人 ５ ・自動車工場 ・自動車工場の敷 ・自動車工場が ・自動車工場が △自動車工
や地域の では、地域の 地や設備について 地域の環境や働 地域の環境や働 場では地域、
環境にや 環境を守り、 気がついたことや く人の環境を整 く人の環境づく の環境や働
さしく 働く人の環境 疑問に思ったこと える工夫や努力 りの工夫や努力 く人の環境
本時 も整えながら を話し合う。 をしていること をしていること を整える工【 】

自動車を生産 ・工場から出るゴ に気づき、これ を写真や地図な 夫を水、ゴ
していること ミや働く人への配 からの自動車生 どの資料からみ ミなどに着
を、資料から 慮について資料か 産について考え つけることがで 目したアド
とらえること ら調べる。調べた ることができる きる。 バイスをも。
ができる。 ことについて話し ◎自動車工場で ◎自動車工場が とに、資料

合う。 は、地域の環境 地域の環境や働 からみつけ
や働く人を思い く人の環境を整 ることがで
やる工場づくり える様々な工夫 きるように
をめざしている をしていること させる。
ことに気づき、 を理解し、工業 △ なぜロ
資源の節約や再 の発展につなが ボットが導
利用、水を汚さ っていることを 入されたか
ないための努力 写真や地図・図 働く人への
をしていること など各種の資料 配慮を復習
に気づき人と車 から選んで読み して気づか
の共生を社会全 取り発表し合う せ 「働きた、
体が求めている ことができる。 い自動車工
ことを考えるこ ○自動車工場が 場」への取
とができる。 地域の環境や働 り組みにつ
○自動車工場で く人の環境を整 いて考えさ
は、地域の環境 える工夫や努力 せる。
や働く人の環境 を資料から調べ

。を大切にすると ることができる
（ ）いう考えのもと 行動・カード

に、工夫や努力
をしていること
に気づくことが
できる （発表）。

・部品は ６ ・自動車のシ ・自動車ができあ ・シート工場と △シートが
ど こ か ートの生産や がるまでに、主に 自動車工場がシ どのように
ら？ 出荷の様子か どんな部品が使わ ートの注文・生 生産されて

ら、自動車工 れていたかを調べ 産・納品を通じ いるか、自
場との結びつ る。 て深く結びつい 動車工場と
きに気づくこ ・シートがどのよ ていることに気 の関係を図
とができる。 うに生産され、自 づくことができ に書き込ま

動車工場へ出荷さ る せて考えさ
れるかを調べる。 ◎シート工場が せる。、
・シート工場と自 自動車工場の周
動車工場との結び 辺に立地してい
つきについて話し ること、工場の
合う。 配置や働く人の
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流れ、出荷の工
程など シートの
注文・生産・納
品において能率
を考えているこ
とについて気づ
く。

、○シート工場が
注文・生産・納
品において自動
車工場の生産ラ
インと深く結び
ついていること

。について気づく
（ ）ノート・発表

・自動車 ７ ・関連工場で ・シート工場で働 ・自動車づくり △シート工
づくりを 働く人たちの く人たちの工夫や は、自動車工場 場で働く人
支える 工夫や努力、 努力について調べ とその関連工場 たちが、中

思いについて る。 が協力し合い、 網を受けて
調べ、自動車 ・シート工場に部 計画的に進めて ドンのこと
づくりを支え 品を収める関連工 いることをわか に注意して
る人々の協力 場について調べる る。 納品してい。
や関連工場の ・自動車づくりに ◎働く人の話か るかについ
働きをとらえ は多くの人の協力 ら、シートづく て、カード
ることができ があることについ りの工夫や努力 に書かせ、
るようにする て話し合う。 を読みとり、自 とらえさせ。

動車工場と関連 る。
工場との関係で
品質管理や注文
への対応、コス
ト削減などの要

、望に応えながら
計画的に進めら
れていることが
わかる。
○ 働く人の話か
ら、工夫や努力
をしながら自動
車工場と関連工
場との関連が計
画的に進められ
ていることがわ
かる （発表）。

（２）自 ８ ・自動車に乗 ・どんな自動車に ・人々がどんな 。 ・新しい自動車 △昔の車と
ま 動車づく ・ る人の、自動 乗りたいのかを聞 自動車に乗りた は、乗る人の願 今の車の写
りへの願 ９ 車づくりにど いて調べ、話し合 いと考えている いを生かして開 真を見るこ

。 、と い のように生か いながらまとめる か、関心を持っ 発されているこ とによって
されているか ・新しい自動車が て聞き取り、話 とがわかる。 自動車が乗、

め ・どんな を調べるめあ 自動車に乗る人た し合って確かめ ◎新しい自動車 る人の願い
車に乗り てをもつこと ちの願いをもとに る。 は、安全性・コ によって変

る たいの？ ができるよう 「安全で・人にや ◎自動車を利用 スト・快適性・ わってきた
にする。 さしい車」をつく する人が、どん 環境にやさしい ことをとら

・安全で ・自動車会社 るためにどんな工 な自動車に乗り など乗る人の目 えさせる。
人にやさ では 「安全な 夫や努力をしてい たいと考えてい 的や好みのよっ、
しく 車」や「人に るか新聞にまとめ るか、項目をカ て多種多様であ

やさしい車」 る。 ードなどに整理 り、その願いに
まとめ を生産するた しながら調べる 合わせて開発さ

めに、様々な ことがで、進ん れていること、
工夫や研究を で発表する。 社会もそれによ
進めているこ ○自動車を利用 ってより高度な
とに気づく。 する人が、どん ニーズを要求し

な自動車にのり ていくようにな
。たいか調べるこ ることがわかる

とができ、発表 ○新しい自動車
する。 は、人々の願い
（新聞・発表） に合わせて開発

されていること
がわかる。
（新聞・発表）

ひ ・未来の ・今までの学 ・参考図書・写真 ・自動車産業が、 △自動車工
自動車産 習でえたこと ・パンフレットな 働いている人々 場で働いて

ろ 業 を入れながら どの資料を活用し の工夫や努力に いる人の工、 、
「これからの 今までの学習を取 支えられ発展して 夫や努力を

げ ひろげる 自動車」につ り入れながら，こ いること、これ に具体的に
いて自分なり れからの自動車に からも人々の願 復習しなが

る の意見を分に 関心をもち、自分 いを受けて生活 ら，安全や
まとめること なりの言葉で意見 の向上が図られ 環境にさら
ができる。 文を書く。 ることを考える に配慮し便

ことができる。 利で快適な
◎自動車産業に 自動車づく
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携わっている人の りをめざし
工夫や努力で ていることを

。これからも人々 想起させる
の多様な願いや
環境に配慮した
生産が続けられ
ることを考える
ことができる。
○自動車産業に
携わっている人
々の工夫や努力
でこれからも生
産が続けられる
ことを考えるこ
とができる。
（ノート）
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５ 本時の指導
（１） 目 標 自動車工場では，地域の環境を守り，働く人の環境も整えながら自動車を生

産していることを資料からとらえることができる。
（２） 評価規準・具体の評価規準

具 体 の 評 価 規 準
十分に満足できる状況 おおむね満足できる状況

【思考・判断】 自動車工場では、地域の環境や 自動車工場では、地域の環境や
自動車工場が地域 働く人を思いやる工場づくり車づ 働く人の環境を大切にするという

の環境や働く人の環 くりをめざしていることに気づき 考えのもとに，車づくりの工夫や，
境を整える工夫や努 資源の節約や再利用，水を汚さな 努力に気づくことができる。
力をしていることに いための努力などをしていること
気づき、これからの に気づき，人と車の共生を社会全
自動車生産について 体が求めていることを考えること
考えることができ ができる 。。
る 。。
【技能・表現】 自動車工場が地域の環境や働く 自動車工場が地域の環境や働く
自動車工場が地域 人の環境を整える様々な努力をし 人の環境を整える工夫や努力を資

の環境や働く人の環 ていることを理解し，工業の発展 料から調べることができる。
境づくりの工夫や努 につながっていることを写真や地
力をしていることを 図・図など各種の資料から選んで
写真や地図などの資 読み取り発表することができる。
料からみつけること
ができる。

（３） 本時の展開

過 評価と支援
【具体の評価規準 （評価方法］程 】

１ 自動車会社 ・ 自動車会社の環境ロゴマークを提示し
の環境ロゴマ 色，形などのデザインから気づいたこと

つ ークから，自 を話し合う。 ・ 予想の際には，身近
動車工場では ・水色→排水について な人が働いていること
環境について ・緑色の葉→工場の周りの植林など も想起させ，自然環境

か 取り組んでい ・赤のひも→人、土 と働く環境の両方の意
ることを予想 義についてとらえさせ
する。 る。

む
２ 学習課題を
把握する。

７
分 自動車工場ではどのような地域の「環境」や働く「人」

にやさしい自動車工場づくりの工夫をしているか調べよ
う。

３ 地域の自然 ・ 水はどうしているだろう。
環境と働く人 ・ ゴミを少なくする工夫をしているので 【技能・表現】
の環境を守る はないか。 自動車工場が地域の環
ために，どの ・ 資源を再利用しているのではないか。 境や働く人の環境づくり

し ような工夫や ・ 働く人を守るためにロボットを導入し の工夫や努力をしている
努力をしてい ていた。他にもないか。 ことを写真や地図・図な
るのか疑問や どの資料からみつけるこ
予想をする。 とができる。

◎ １つの資料からだけ
・ 必要な資料 ・ でなく，他の資料と関

評 価 規 準

学習内容・活動 指 導 上 の 留 意 点
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を選択し，予 ・ 必要な資料をあらかじめ絞っておき， 連づけながら，立場や
想を検証しな その中から選択させる形で検証しながら その効果についての観
がら調べ学習 調べさせる。 点で整理しながらみつ

ら をする。 けさせる。また、発表
・ 調べたことをはっきりさせるために， を通して，他の考えや
立場，効果を考えさせながら表にまとめ 資料から自分の考えを
させる。わからない場合は学び合いで深 を深めさせる。
めさせるために，空欄でもよいことにす ○ それぞれの資料から
る。 特徴的なことをみつけ

べ させ立場や効果にもい
●働く「人」にやさしい自動車工場 ろいろあることに気づ
・台車の上下動 かせる。

（無理な姿勢からの開放） △ １つの資料から、１
・ロボットの導入・金網等の防護設備 つの努力をみつけさせ

（危険な仕事からの解放） る。
・冷暖房装置・空気清浄装置 【思考・判断】

る ・ニ交代制・社員寮・食堂 自動車工場が地域の環
（健康で快適な労働） 境や働く人の環境を整え

る工夫や努力をしている
●地域の「環境」にやさしい自動車工場 ことに気づき，これから
・住宅地から離れた立地 （静かさ） の自動車生産について考
・排水濾過施設 （排水） えることができる。
・工場周辺の植樹 快適性と空気清浄 ◎ 各施設での資源の再（ ）

利用や節約や水を汚さ
● 企業側から地球「環境」にやさしい ない環境保全の工夫や
自動車工場 努力，働く人への配慮18

分 ・ゴミ廃棄物の少量化 が，生産産性向上に役
・原材料の有効活用 立ち，さらに労働力の
・エネルギーの有効活用 確保、信用の向上など

企業倫理と信用性・経済性 自動車工場発展につな（ ）
がっていることに気づ

４ 学び合いに かせる。
し よって働く人 【学び合いの形態】 一斉 ○ 工場からでる廃棄物

，や地域の環境 ※ロールプレイングのような形で の多さなどに着目させ
ら を守ろうとす 地域の環境へ影響や資

る努力や願い なぜ環境や人にやさしい自動車工 源の無駄について考え
べ について深め 場をつくる努力をしているか、調べ させ、工夫や努力の必

る。 たことを立場にわけて話し合いなが 要性について考えさせ
る ・ 環境を守る ら学び合おう。 る。

ためにわたし △ なぜロボットが導入
たちがしなけ 【学び合いの視点】 されたか働く人への配
ればならない ・ 「働く人」の立場から 慮を復習して気づかせ

「 」15 ことについて 「工場側」の立場から 働きたい自動車工場
分 学び合いから 「周辺の住民」の立場から への取り組みについて

考える。 「取引をする企業や消費者」の立場 考えさせる。
から

学び合いに参加するのが，難しいと予
想される子どもへの支援

「めざせプラチナ工場」を合い言葉に
自動車工場では，製品作りだけでなく，
地域の環境や働く人にもやさしい工場づ

。くりをしている
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ひ ５ 学習をふり ・ 本時での学びをふり
ろ かえる。 ［評価の視点］ かえらせ，さらに調べ
げ ・ ふりかえり ・学習内容の定着 たい児童にインターネ

。る カードに記入 ・学び合いによる学習内容の深化 ットで検索を紹介する
５ する。 （ヒストグラム，文章記述） 次時への意欲をもたせ
分 る。

（４） 板書計画

課題

自動車工場ではどのような地域の「環境」や働く「人」にや
工場の写真 さしい自動車工場づくりの工夫をしているか調べよう。

［ 」 ［ ］地域の環境に優しい＝環境を守る 人に優しい＝働く人を守る

・

原材料を有効に活用 働きやすさ 台車の上下動
リサイクル ゴミを減らす 冷暖房など
騒音 排水 排気 安全 ３Ｋをさけロボット

防護装置
楽しさ 食堂など

廃棄物 自動車工場 その他 認証ISO2002
の量 での勤務

なぜ環境や人にやさしい自動車工場づくりをしているのか

「働く人」 「自動車工場」 「工場周辺の住民」
働きやすい よい自動車・生産性 安心して住める・

ほこり・ ・

信用めざせプラチナ工場
よい自動車
取引をする企業・消費者」「

まとめ
「環境や人に優しい自動車工場づくりの工夫や努力」

，よりよい自動車づくり ほこり，信用


